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Ⅵ　町に伝
つ た

わる文
ぶ ん

化
か

１　伝
で ん

承
しょう

　坂
さか

城
き

町には、昔
むかし

から語
かた

りつがれてきたお話がいくつもありますが、その中でも代
だい

表
ひょう

的
てき

な

ものを紹
しょう

介
かい

します。

（１）大ねずみと唐
から

猫
ねこ

　大
おおむかし

昔、南
みなみ

条
じょう

村いったいに、ツツガという毒
どくむし

虫がはびこり、寝
ね

ている人の上に落
お

ちてきて

は血
ち

を吸
す

い取
と

っていました。血を吸い取られた人はたちまち高
こうねつ

熱を出し、７日とたたない

うちに大
おおぜい

勢死
し

んでしまいました。

　村人たちは相
そうだん

談して神
かみさま

様にお願
ねが

いしたところ、白い大きなネズミが現
あらわ

れました。そして

不
ふ

思
し

議
ぎ

なことに、３日とたたないうちに村中のツツガがいなくなってしまいました。「あ

の大ネズミが、ツツガを食べてくれたにちげえねえ、あのネズミは神ネズミだ。」と、村

人たちは喜
よろこ

びました。

　そこで神ネズミを今の岩
いわばな

鼻の岩
いわ

穴
あな

に奉
たてまつ

って養
やしな

ったところ、とうとう５尺
しゃく

以
い

上
じょう

（1.5 ｍ） 

もある大ネズミになってしまい、夜中になると岩穴を抜
ぬ

け出て田畑を荒
あら

し回
まわ

り、牛や馬ま

で食べるようになりました。

　困
こま

った村人は、西国から唐
から

（中国）生まれの大ネコを呼
よ

び寄
よ

せました。唐ネコは岩穴か

ら神ネズミを岩鼻の崖
がけ

の上に追
お

いつめ、激
はげ

しい取っ組み合いの末
すえ

、２ひきとも血だるまに

なって大湖
こ

水
すい

（大きな湖
みずうみ

）に落ちました。

　唐ネコは塩
しおざき

崎（長野市篠ノ井）ではい上がりましたが

力尽
つ

きて死に、神ネズミはとうとう上がってきませんで

した。村人は２ひきとも死んでみれば哀
あわ

れなので、塩崎

に唐ネコを奉り、岩鼻に神ネズミを奉って、それぞれ社
やしろ

を建
た

て、今も供
く

養
よう

を続
つづ

けているそうです。

　神ネズミが唐ネコとの戦
たたか

いのさなか、岩をかみくだい

たためにできた流
なが

れが「千曲川」 になったと伝えられて

います。

（２）笄
こうがい

の渡
わた

し

　時は戦
せんごく

国時
じ

代
だい

のお話です。坂城町一
いったい

帯を治
おさ

めていた村
むらかみ

上義
よし

清
きよ

は、何年にもわたって武
たけ

田
だ

信
しん

玄
げん

と激
はげ

しい戦いを繰
く

り広げていました。しかし、1553（天
てんぶん

文 22）年４月、ついに居
きょ

城
じょう

の葛
かつら

尾
お

城
じょう

が落
お

ち、義清は奥
おくがた

方と別
わか

れ別れに城
しろ

を後
あと

にしたのでした。奥方は数人の腰
こしもと

元を従
したが

えて、着
き

の身
み

着のまま暗
くら

い山道を下っていきました。

　ようやく里におりた奥方一
いっこう

行の前には、雪解
ど

けの水を満
まんまん

々とたたえた千
ち

曲
くま

川
がわ

が横
よこ

たわっ

ていました。とても渡れる流れではありません。しかし、逃
に

げる先の荒
あら

砥
と

城
じょう

はこの川の向
む

こうなのです。
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　奥方一行は向こう岸
ぎし

に渡るため、一
いっせき

隻の渡し船
ぶね

をようやく見つ

けました。しかし船
せんどう

頭は、戦いの知らせを聞き、船を奪
うば

われない

ように綱
つな

のしばりを強くしていたのです。

　向こう岸まで乗
の

せてほしいと頼
たの

むと、戦いの最
さいちゅう

中にもかかわら

ず、船頭は奥方一行を船に乗せ、千曲川を渡してくれました。奥

方は我
わ

が身の危
き

険
けん

をかえりみず、船を出してくれた船頭に心打
う

た

れ、お礼
れい

として髪
かみ

にさしていた笄を手渡しました。

　その後、奥方一行がどうなったかはわかりませんが、村人たち

は奥方をしのび、この渡しを「笄の渡し」と呼
よ

ぶようになったということです。

（３）更
さらしな

科姫
ひめ

　葛尾城
じょう

主
しゅ

村上義清が山狩
が

りをしての帰り道、多くのお供
とも

を引きつれて城
じょう

下
か

に入ってくる

と、一頭の大牛が大あばれにあばれていました。人々は逃
に

げまどうばかりで、やがて大牛

は義清の行
ぎょう

列
れつ

の中へあばれこみました。お供の者
もの

がなんとか取
と

り押
お

さえようとしましたが、

逆
ぎゃく

に角
つの

にはねとばされたりひづめにふみにじられたりで、行列はどっとくずれてしまいま

した。

　やがて大牛が義清にとびかかろうとしたまさにその時、一人の少女が牛の頭にとびつき、

両
りょう

手
て

で角をつかむと左右にぐらぐらふり、ついには、ねじりたおしてしまいました。この

少女こそ、義清の家
け

来
らい

である樂
がく

岩
がん

寺
じ

右
う

馬
ま

之
の

助
すけ

の娘
むすめ

「更科姫」でした。年は 12 歳
さい

ながら、

その大
だいりき

力（すぐれた強い力）とはたらきに義清は感
かんしん

心し、更科姫を城に連
つ

れ帰りたくさん

のほうびを与
あた

えました。

　この伝
でんしょう

承には、やさしくて力持ちの更科姫のような女
じょせい

性へのあこがれと、女の子だけで

なく男の子にも求
もと

められる、やさしい心と悪
あく

に負
ま

けない正
せい

義
ぎ

感
かん

、そして勇
ゆう

気
き

がこめられて

います。

（４） 甘
あま

利
り

さま

　葛尾霊
れいえん

園の真
まんなか

中に小さなほこらがまつられています。これは「甘利さま」と呼ばれ、昔

から人々に親しまれてきました。甘利さまとは、江
え ど

戸時
じ

代
だい

の末
すえ

、中
なか

之
の

条
じょう

陣
じん

屋
や

の第
だい

34 代
だい

の

代
だいかん

官、甘利八
はち

右衛
え

門
もん

のことです。

　甘利代官のころの坂城町（当時は坂木）には、百
ひゃくしょう

姓が困
こま

っている大きな問
もんだい

題が二つあり

ました。その一つは、坂木、中之条、横
よこ

尾
お

は水田や畑
はたけ

が少なく貧
まず

しい村であったこと、も

う一つは助
すけごう

郷といって中
なかせんどう

山道の途
と

中
ちゅう

にある岩
いわむら

村田
だ

宿
しゅく

（佐
さ く し

久市）や小
お た い

田井宿（御
み

代
よ

田
た

町）へ、

人
にんそく

足を出す仕
し

事
ごと

をしなければならなかったことです。甘利代官は、この二つのことを解
かいけつ

決

できれば百姓たちがどんなに救
すく

われるだろうと思い、自分の力で何とかしてみようと考え

たのです。

　甘利代官はさっそく、中之条の牧
まき

の内
うち

一帯 ( 葛
かつら

尾
お

組
くみあい

合の霊
れいえん

園の辺
あた

り ) に広がっていた雑
ぞう

木
き

林
ばやし

や草原の開
かいこん

墾に取りかかり、田や畑などの耕
こうさく

作地
ち

として百姓に与えていきました。開

墾は横尾や戌
いぬ

久
く

保
ぼ

にまで及
およ

び、田んぼが増
ふ

えることによって必
ひつよう

要な水を確
かく

保
ほ

するため、中
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之条用水の開
かいはつ

発も行いました。百姓たちは働
はたら

く汗
あせ

が豊
ゆた

かな収
しゅう

穫
かく

となって大
たいへん

変喜
よろこ

びました。

　次
つぎ

は助郷です。助郷のお役
やく

目
め

に出るのは家
か

族
ぞく

の中でも働き盛
ざか

りの父親で、多いときには

15 日間も家をあけることもありました。その間、農
のう

業
ぎょう

を休まなければならないので、こ

とに忙
いそが

しい収
しゅう

穫
かく

どきと重
かさ

なってしまうと泣
な

くにも泣ききれません。

　それに助郷に出てもほとんど報
ほうしゅう

酬がありませんでした。甘利代官は、このままではここ

の百姓は成
な

り立たないと強く感
かん

じ、幕
ばく

府
ふ

に対
たい

しこのことを根
こん

気
き

よくお願
ねが

いしました。とて

も熱
ねっしん

心な甘利代官に、ついに幕府もこの願いを聞き入れて、助郷のお役
やく

目
め

が免
めん

除
じょ

されるこ

とになったのです。

　村人たちは、この二つの問題を解決してくれた甘利代官に深
ふか

く感
かんしゃ

謝し、生きながらの神
かみ

さまとして尊
そんけい

敬しました。そして甘利大
だい

明
みょう

神
じん

としてお宮
みや

を牧の内に建
た

てたのです。  

２ 坂
さ か

城
き

町が生んだ人々

（１）沓
くつかけ

掛仲
なか

子
こ

 [1749（延
えん

享
きょう

６）年～ 1829（文
ぶんせい

政 12）年 ]

　沓掛仲子は、江戸時代の中ごろに、坂城町で和
わ か

歌や国
こくがく

学（わが国の古
こ

典
てん

や思
し

想
そう

を研
けん

究
きゅう

す

る学
がくもん

問）をさきがけて研究した人です。

　 更
さらしなぐん

級郡今
いま

里
ざと

村
むら

（長
なが

野
の

市 川
かわなかじま

中島）の内
うちむら

村家
け

に生まれ、小さいころから国
こくぶん

文の教
きょう

養
よう

が深かっ

た祖
そ ぼ

母の影
えい

響
きょう

を受
う

けて育
そだ

ちました。16歳で小
ちいさがた

県郡
ぐん

塩
しおじり

尻村
むら

（上田市）の沓掛家に嫁
とつ

ぎましたが、

母の生まれた土地である坂木横
よこまち

町に移
うつ

り住
す

みました。夫
おっと

の道
みち

秀
ひで

を助
たす

けて酒
さか

屋
や

を経
けいえい

営し、ま

た質
しち

屋
や

も営
いとな

みました。1783 （天
てんめい

明３）年の凶
きょう

作
さく

のときには、多くの人々の手
て

助
だす

けをしまし

た。道秀の死
し ご

後、四男二女の子どもをかかえながら長
ちょうなん

男の道
みち

寛
ひろ

を励
はげ

まし、家
か

業
ぎょう

をもりたて

ました。道秀の法
ほうよう

要のとき、白
はく

衣
い

を着
き

て真
ま

っ先に上
かみ

座
ざ

にすわったので、親
しんせき

戚のものがその

わけを聞いたところ、仲子は「妻
つま

は自分である。主
しゅ

賓
ひん

は亡
な

き夫なのだから、自分がそのと

なりにすわるのに何の遠
えん

慮
りょ

がいるだろうか。」と答え、そこにいた人たちはみなその考え

方に感心したといいます。

　仲子は生
しょう

涯
がい

作
さっ

家
か

として努
ど

力
りょく

し、わが国の古典を研究し、歌
か

集
しゅう

・歌
か

論
ろん

・子
し

女
じょ

教
きょう

育
いく

論
ろん

など多

くの著
ちょしょ

書を残
のこ

しました。

沓掛仲子の歌
か

碑
ひ

( 田
た

町
まち

)　 歌碑の歌

千
曲
川

　

ち
ゞ
に
く
だ
く
る 

　
　
　

波
の
う
へ
に 

　

う
つ
ら
ふ
月
の 

　
　
　

影
の 

　
　
　
　

す
ゞ
し
さ
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（２）稲
いな

玉
だま

徳
とく

兵
べ

衛
え

［1822（文
ぶんせい

政５）年～ 1872（明
めい

治
じ

５）年 ]

　稲玉徳兵衛は、江戸時代の末に坂木村の山
さん

野
や

218h
ﾍｸﾀｰﾙ

aを開
かいこん

墾し、

坂城の農
のう

業
ぎょう

を発
はっ

展
てん

させた大
だい

恩
おん

人
じん

です。

　坂木は耕
こう

地
ち

が少なく、千曲川沿
ぞ

いの田
た

畑
はた

も洪
こうずい

水のたびに流
なが

され、農
のう

民
みん

は苦
くる

しい生活をしていました。徳兵衛は東
とうほう

方山地

の大
だい

開
かいはつ

発を提
ていあん

案し、1853（嘉
か

永
えい

６）年、農民 353 人の署
しょめい

名を

集
あつ

め、村と代
だいかん

官所
しょ

に許
きょ

可
か

を願
ねが

い出ました。

　開発に反
はんたい

対する一
いち

部
ぶ

の農民との争
あらそ

いなど多くの困
こんなん

難を克
こく

服
ふく

して、広大な山野の開発を実
じつげん

現しました。さらに、岩
いわばな

鼻の新

道や用
よう

水
すい

路
ろ

の普
ふ

請
しん

、村の自
じ ち

治の改
かいぜん

善に貢
こうけん

献しました。

　1856（安
あんせい

政３）年、村人は徳兵衛の働
はたら

きをたたえ、平
ひら

沢
さわ

の

開
かいこん

墾地
ち

に「昌
まさ

言
のぶ

社」（神社）を建
た

て、生きながらに神
かみ

として祀
まつ

りその恩
おん

に感
かんしゃ

謝しました。

　徳兵衛の墓
はか

は、心
しんこう

光寺
じ

にあり、50 歳の若
わか

さで亡
な

くなったことがわかります。業
ぎょう

績
せき

をま

とめた「生きながら神と祀られた稲玉徳兵衛翁
おう

」には、亡くなる１週
しゅう

間
かん

前
まえ

までの 21 年間

の日記、58 冊
さつ

が残されていると記
しる

されています。

　2004（平
へいせい

成 16）年には、徳兵衛の業績を後
こうせい

世に伝
つた

えていこうと、町民有
ゆう

志
し

により「稲

玉徳兵衛翁
おう

頌
しょう

徳
とく

伝
でんしょう

承会
かい

」が設
せつりつ

立され、命
めいにち

日の５月 20 日前
ぜん

後
ご

の休日に「偲
しの

ぶ会」を行って

います。

（３）川
かわしま

島小
こ

助
すけ

 [1880（明治 13）年～ 1953（昭
しょう

和
わ

28）年 ]

　今も昔
むかし

も村上は上田と強く結
むす

びついていました。国
こくどう

道 18 号
ごう

上田・

篠
しの

ノ
の

井
い

バイパス線ができる前に、県
けんどう

道長野上田線が整
せい

備
び

されて上田

まで自
じ

動
どう

車
しゃ

が通
とお

れるようになったのは、1933（昭和８）年のことです。

この工
こう

事
じ

は、上
かみ

五
ご

明
みょう

出
しゅっ

身
しん

の土
ど

木
ぼく

建
けんせつ

設業
ぎょう

、川島小助によって行われま

した。それまで村上から上田へ行く道は、すべて徒
と ほ

歩で上
かみ

半
はん

過
が

で崖
がけ

を登
のぼ

りトンネルを抜
ぬ

け、岩
いわばな

鼻へと下がって上田へ向
む

かっていました。

川島小助は、千曲川の激
げき

流
りゅう

がぶつかり渦
うず

巻
ま

く上半過の急
きゅう

な崖の岩を

うち砕
くだ

いて平
へいたん

坦な道
どう

路
ろ

をつけるという難
なん

工事を成
せいこう

功させました。こ

の工事への人々の願
ねが

いや経
けい

過
か

は、銅
どうばん

板のパネルにして上半過の旧県

道わきに記
き

念
ねん

碑
ひ

としてはめ込
こ

まれていたそうですが、第
だい

ニ次
じ

世
せ

界
かい

大
たいせん

戦中
ちゅう

に供
きょうしゅつ

出されて今は

ありません。

　1880（明治 13）年、川島惣
そう

助
すけ

の子として上五明に生まれた小助は、事
じ

業
ぎょう

の成功もあっ

て 1933（昭和８）年、村上小学校へ奉
ほうあん

安殿
でん

を、上五明の村上神社へは大
おお

鳥
どり

居
い

を寄
き

付
ふ

しました。

1953（昭和 28）年、小助は 73 歳で亡くなりました。

稲玉徳兵衛

上半過の急崖
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（４）山
やまざき

崎斌
あきら

 [1892（明治 25）年～ 1972（昭和 47）年 ]

　山崎斌は麻
お み

績村
むら

の臼
うす

井
い

忠
ちゅう

兵
べ

衛
え

の三男として生まれました。その

後
ご

、父の実
じっ

家
か

である南
みなみ

条
じょう

村
むら

の山崎巌
いわお

の養
よう

子
し

となり山崎家を継
つ

ぎま

した。若
わか

いころから文
ぶんがく

学が好
す

きで、18 歳
さい

のとき、信
しん

州
しゅう

を訪
おとず

れた

若
わかやま

山牧
ぼく

水
すい

と親
しんこう

交を結
むす

びました。

　島
しまざき

崎藤
とうそん

村に師
し

事
じ

して小
しょう

説
せつ

を学び、1935（大
たいしょう

正 10）年に『二
に

年
ねん

間
かん

』、

翌
よくとし

年『結
けっこん

婚』を発
はっぴょう

表、12 年には評
ひょう

論
ろん

集
しゅう

『病
や

めるキリスト』を著
あらわ

し

て作
さっ

家
か

としての地
ち い

位を確
たし

かなものにしました。藤村からは、第二

の国
くに

木
き

田
だ

独
ど っ ぽ

歩と絶
ぜっさん

賛されたそうです。

　一方、戦
せんぜん

前から取
と

りかかっていた草木染
ぞ

めに関
かん

する研
けん

究
きゅう

も進め、

戦
せん

後
ご

『草
くさ

木
き

染
ぞめ

百
ひゃく

色
しょく

鑑
かん

』などを完
かんせい

成させました。山崎斌は草木染めの名
な づ

付け親でもあります。

その墓は、耕
こう

雲
うん

寺
じ

の墓
ぼ ち

地に静
しず

かにたたずんでいます。その墓
はかいし

石に彫
ほ

られた歌は、文
ぶんじん

人とし

てひたむきに生きた面
おもかげ

影を伝
つた

えています。

（５）宮
みやいり

入行
ゆきひら

平 [1913（大正２）年～ 1977（昭和 52）年 ]

　宮入行平は 1913（大正２）年、坂城の鍛
か じ や

冶屋の家に生まれま

した（本名は堅
けんいち

一、60 歳まで昭
あき

平
ひら

を名のり 1973（昭和 48）年、

行平に改
かい

銘
めい

）。小さいころから毎日鎚
つち

のひびきや鞴
ふいご

の音を聞きな

がら育
そだ

ち、小学校を卒
そつ

業
ぎょう

したころから父親について鍛治の仕
し

事
ごと

を

するようになります。行平の作った農
のう

具
ぐ

や刃
は

物
もの

は、父親よりうま

いといわれるほど好
こう

評
ひょう

でしたが、本人はそれらの作
さくひん

品を作ること

に興
きょう

味
み

はなく、刀づくりにひかれていきます。そして「東
とうきょう

京に出

て刀鍛冶の修
しゅぎょう

業を」という思いを強くしていきます。行平は念
ねんがん

願

かない 24 歳で上
じょうきょう

京し、栗
くりはら

原彦
ひこ

三
さぶろう

郎が主
しゅさい

宰する日
に

本
ほん

刀
とう

鍛
たんれん

錬伝
でん

習
しゅう

所
じょ

に入
にゅう

門
もん

して、刀づくりの修業を始
はじ

めます。そして一人前の刀鍛冶

になろうと一
いっしょうけんめい

生懸命努
ど

力
りょく

していきます。しかし、戦
せんそう

争が激
はげ

しさを

増
ま

し、東京では刀づくりも難
むずか

しくなったため、32 歳の年に郷
きょう

里
り

の坂城町に戻
もど

ります。その後、全
ぜん

生
しょう

涯
がい

をたえまない作
さく

刀
とう

の研究と鍛
たん

刀
とう

に情
じょう

熱
ねつ

を燃
も

やし続
つづ

け、

64 歳で亡くなるまで数々の名刀を世に残します。今では、行平の志
こころざし

を受
う

け継
つ

いだ多くの

弟
で

子
し

たちが「宮入一
いちもん

門」として結
けっしゅう

集し、研究と鍛刀に情熱を傾
かたむ

けています。

　行平は 25 歳で第三回新
しんさく

作刀
とう

展
てんらんかい

覧会に初
はつ

入
にゅう

選
せん

して以
い

来
らい

、数
かずかず

々の賞
しょう

を授
さず

かっています。 伊
い

勢
せ

神
じんぐう

宮、靖
やすくに

国神
じんじゃ

社など、御
ご

神
しんとう

刀謹
きんさく

作（神
かみ

様
さま

に奉
ほうのう

納するための刀をつくること）も数多く、

49 歳で坂城町名
めい

誉
よ

町
ちょう

民
みん

第一号
ごう

に選
えら

ばれました。そして 50 歳のとき、国の重
じゅう

要
よう

無
む

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

日本刀の部
ぶ

、保
ほ

持
じ

者
しゃ

、いわゆる「人間国
こくほう

宝」の認
にんてい

定も受けています。

雪せ
つ

靄あ
い

の

　

午ご

后ご

可か

ら

　
　

雨
と
な
り
尓に

け
り

　
　
　
　
　

（
墓
石
に
彫
ら
れ
た
歌
）

作刀に励む行平
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（６）児
こ

玉
だま

勝
かつ

子
こ

 [1906（明治 39）年～ 1996（平成８）年 ]

　児玉勝子は、1906（明治 39）年、坂城町込
こみやま

山に生まれました。

1922（大正 11）年、上田高
こうとう

等女
じょ

学
がっこう

校（今の上田染
そめ

谷
や

丘
おか

高等学校）

を卒
そつ

業
ぎょう

し、1924（大正 13）年、別
べっしょ

所温
おんせん

泉で開
ひら

かれた「婦
ふ

人
じん

参
さんせい

政権
けん

獲
かくとく

得運
うんどう

動」（女
じょせい

性も政
せい

治
じ

に参
さん

加
か

する選
せんきょ

挙権
けん

を与
あた

えてほしいと政
せい

府
ふ

に

要
ようきゅう

求した運動）のリーダー市
いちかわ

川房
ふさ

枝
え

の講
こうえん

演「婦人運動の将
しょう

来
らい

につ

いて」を聞
き

き、女性問
もんだい

題に目
め ざ

覚めました。

　1928（昭和 3）年、児玉勝子は市川房枝を坂城町に呼
よ

んで講演

会を開
かいさい

催し、その後
ご

市川房枝をしたって上京、婦
ふ

選
せん

（婦人参政権）

獲得同
どうめい

盟に勤
つと

めてさまざまな運動にかかわりました。

　戦
せんそう

争末
まっ

期
き

には郷里の坂城町に疎
そ

開
かい

しました。戦
せん

後
ご

1946（昭和

21）年、市川房枝や児玉勝子らの婦選運動が実
み

を結
むす

び婦人参政権が与えられ、憲
けんぽう

法も改
かい

正
せい

されて男女平
びょう

等
どう

の新しい日本が誕
たん

生
じょう

しました。

　婦人参政権が与えられた後も児玉勝子は、生活が苦
くる

しい中、婦人の地
ち い

位向
こうじょう

上のために婦

人有
ゆうけんしゃ

権者同盟に参加し、坂城町にもその支
し ぶ

部を作って活
かつどう

動しました。請
こ

われて坂城小学校

PTA の副
ふく

会
かい

長
ちょう

も務
つと

めています。1953（昭和 28）年には再
ふたた

び上京し、婦人問
もんだい

題研
けんきゅう

究所
じょ

に勤め

て市川房枝を助け、戦後の婦人運動を押
お

し進
すす

めました。

　児玉勝子は、わが国の婦人運動に大きな足
あしあと

跡を残して、1996（平成 8）年 89 歳で亡く

なりましたが、残された資
し

料
りょう

は長野県立歴
れき

史
し

館
かん

へ寄
き

贈
ぞう

されました。資料の中の 1925（大

正 14）年から 1991（平成３）年まで 66 年間書き続けられた 73 冊の日記は、わが国の婦

人運動の歴史を知ることのできる貴
き

重
ちょう

な資料です。

（７）水
みず

野
の

源
げんぞう

三 [1937（昭和 12）年～ 1984（昭和 59）年 ]

　坂城町に生まれた水野源三は、1946（昭和 21）年、坂城小学

校４年生のとき、赤
せき

痢
り

による高
こうねつ

熱で小
しょう

児
に

麻
ま ひ

痺にかかり、手足の自

由をうばわれ、口さえもきけなくなってしまいました。しかし、

キリスト教の信
しん

仰
こう

と母うめじらの愛
あい

情
じょう

に支
ささ

えられて明るく生き、

瞬
まばた

きで五十音を伝えて多くの詩
しい

歌
か

を作りました。

児玉勝子

　瞬きの詩人と言われた

源三の詩は、多くの人に

なぐさめと励
はげ

ましを与え

ています。

母うめじと源三

　
生
き
る

神か
み
さ
ま様
の

大
き
な
御み

て手
の
中
で

か
た
つ
む
り
は

か
た
つ
む
り
ら
し
く
歩
む

蛍ほ
た
る

草ぐ
さ

は

蛍
草
ら
し
く
咲さ

き

雨あ
ま
が
え
る蛙
は
雨
蛙
ら
し
く
鳴な

き

神
様
の

大
き
な
御
手
の
中
で

私
は

私
ら
し
く　

生
き
る
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（８）青
あお

木
き

固
かたし

 [1913（大正２）年～ 1988（昭和 63）年 ]

　1913（大正２）年、坂城町に生まれた青木固は、上田中

学（今の上田高等学校）を卒業した後、南
みなみ

満
まんしゅう

州鉄
てつどう

道に勤め

ます。その後ハルピンで自
じ

動
どう

車
しゃ

修
しゅう

理
り

工
こう

場
じょう

を経
けいえい

営しますが、

日本が戦争に負
ま

けたために財
ざいさん

産を全
すべ

て失
うしな

い、無
む

一
いちもん

文で帰
き

国
こく

することになります。

　そのとき偶
ぐうぜん

然、航
こうくう

空機
き

の風
ふうぼう

防ガラスのプラスチックを目

にします。ガラスのように透
とうめい

明だけれど軽
かる

くて割
わ

れにくい、

温
あたた

めると軟
やわ

らかくなるが冷
ひ

えるとまた硬
かた

くなる。固は、こ

れまで全く知らなかったプラスチックという材
ざいしつ

質に興
きょう

味
み

を

持
も

ち、成
せいけい

形加
か

工
こう

の仕
し

事
ごと

を始めます。 

　その後、天
てんさいてき

才的ともいえる創
そうぞう

造力
りょく

と、発
はつめい

明開
かいはつ

発意
い

欲
よく

にあ

ふれた固は、1951（昭和 26）年、日
にっせい

精樹
じゅ

脂
し

製
せいさく

作所
じょ

（現在の日精樹脂工
こうぎょう

業株
かぶしき

式会
がいしゃ

社）を設
せつりつ

立し、

1957（昭和 32）年効
こうりつ

率よくプラスチック製
せいひん

品を造
つく

れる射
しゃ

出
しゅつ

成
せいけい

形機
き

を開発し販
はんばい

売します。

水野源蔵の歌碑 (田町 )

青木固

　
ま
ば
た
き
で
つ
づ
っ
た
詩

口
も
手
足
も
き
か
な
く
な
っ
た
私
を

二
十
八
年
間
も

世せ

わ話
し
て
く
れ
た

母良
い
詩
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
と　

四
季
の
花
を

咲
か
せ
て
く
れ
た

母ま
ば
た
き
で
つ
づ
っ
た
詩
を

ひ
と
つ
残の

こ

ら
ず
ノ
ー
ト
に　

か
い
て
く
れ
た

母詩
を
書
い
て
や
れ
な
い
の
が

悲か
な

し
い
と
言
っ
て　

天
国
に
召め

さ
れ
て
い
っ
た

母今
も
夢ゆ

め

の
中
で　

老ろ
う
が
ん
き
ょ
う

眼
鏡
を
か
け　

書
き
つ
づ
け
て
く
れ
る

母

　1995（平成７）年 11 月、月
つき

見
み

区
く

に

日本キリスト教
きょうだん

団「坂城栄
えいこう

光教
きょうかい

会」が

できました。ここには、源三の生涯に

ついて、いつでも展示しているコー

ナーがあります。源三はクリスチャ

ンとして、47 歳の生涯を閉じますが、

その生涯と作品にはクリスチャンであ

るなしを越
こ

えて、人間としての生き方

が示
しめ

されています。時代を超
こ

えて受け

継がれていくにちがいない、坂城町の

宝
たから

物
もの

です。
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　その後、プラスチック加工メーカーの要
ようぼう

望に

マッチした、効率よく安
やす

い射出成形機を製
せいぞう

造して

いきます。そして 30 年間にわたってわが国のプ

ラスチック成形加工業
ぎょう

界
かい

を支え世界のプラスチッ

ク産業界でも“巨
きょせい

星”と呼
よ

ばれるまでになりまし

た。

　固は、1963（昭和 38）年に紫
し

綬
じゅ

褒
ほう

章
しょう

、1983（昭

和 58）年には勲
くん

三等
とう

瑞
ずいほう

宝章
しょう

に輝
かがや

いたのをはじめと

して、数々の賞を受
じゅ

賞
しょう

しています。また、1985（昭

和 60）年には、坂城町名誉町民に選ばれています。

それだけ残した偉
い

業
ぎょう

の大きさを知ることができま

す。

1957( 昭和 32) 年製の射出成形機
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３　文
ぶ ん

学
が く

碑
ひ

（１）苅
かり

屋
や

原
はら

ミニバーク

　国
こくどう

道 18 号
ごう

線
せん

の整
せい

備
び

により、1989（平
へいせい

成元
がん

）年、

苅屋原ミニパークが建
けんせつ

設されました。　

　芭蕉十
い ざ

六夜
よい

塚
づか

といわれるこの句
く ひ

碑は、芭蕉が更

科紀
き

行
こう

で詠
よ

んだ句
く

が彫
ほ

られています。初
はじ

め横
よこぶき

吹

八
はっ

丁
ちょう

の山道にありましたが、がけくずれのため

行
ゆく

方
え

不
ふ

明
めい

となり、後
のち

に発
はっけん

見されてここに移
うつ

され

ました。1774（安
あんえい

永３）年に建
た

てられたこの句

碑は、坂
さか

城
き

町
ちょう

内
ない

の文学碑では最
もっと

も古いものです。

　一茶は北
ほっこく

国街
かいどう

道を何
なんかい

回も通
かよ

っていますが、こ

の句は 1820（文
ぶんせい

政３）年に詠まれた句で、冬の

横吹八丁を越
こ

える厳
きび

しさを詠んでいます。

　蘭更は、加
か が

賀金
かなざわ

沢に生まれた俳
はいじん

人です。句碑

は芭蕉十六夜塚に並
なら

んで建てられています。こ

の句は蘭更死
し ご

後、２年目の 1801（享
きょう

和
わ

元
がん

）年坂

城の門
もんじん

人によって建てられました。

松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

（1644 ～ 1694）

小
こ

林
ばやし

一
いっ

茶
さ

（1763 ～ 1827）

高
たかくわ

桑蘭
らん

更
こう

（1727 ～ 1798）

い
さ
よ
い
も
　

　
ま
た
更さ

ら
し
な科
の
　
郡こ

お
り

か
な

よ
こ
吹ふ

き
や
　

　
猪い

首く
び

に
着
な
す
蒲が

ま

頭ず

巾き
ん

よ
こ
ふ
き
や
　

　
駒こ

ま

も
い
な
な
く
雪
あ
ら
し
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（２）大
だい

英
えい

寺
じ

　大英寺の境
けいだい

内には、わが国最
さいしょ

初の新
しんげき

劇女
じょゆう

優であ

る松井須磨子の句碑が建っています。松
まつしろまち

代町清
きよ

野
の

に生まれた須磨子は、御
ご

所
しょ

沢
ざわ

出
しゅっ

身
しん

の教
きょう

師
し

、前
まえざわ

沢誠
せい

助
すけ

と結
けっこん

婚。誠助の勧
すす

めで女優への道を歩みました。

　須磨子自
じ

筆
ひつ

の句碑は、時代を切り開いた新しい

女
じょ

性
せい

須磨子の心意気をよく示
しめ

しています。

　また、須磨子は、女優になる前、姉
あね

とともにこ

の寺に下
げ

宿
しゅく

し、近
きんじょ

所の女性に裁
さいほう

縫を教えたと伝
つた

わっ

ています。

（３）坂城駅
えきまえ

前

　若山牧水は 1886（明治 18）年宮
みやざき

崎

県
けん

に生まれました。1928（昭和３）

年 44 歳
さい

で亡
な

くなるまでに、短
みじか

い生
しょう

涯
がい

を通
つう

じ優
すぐ

れた歌を数多く残
のこ

しました。　

　牧水は 1912（明治 45）年３月 16

日坂城駅で降
お

り、南条村の山
やま

﨑
ざき

斌
あきら

を 

訪
たず

ねます。そこで青
せいねん

年たちと文学を

語
かた

り歌を詠みあいました。この歌は

そのとき、牧水が詠んだものです。

　高浜虚子は、愛
え

媛
ひめ

県松
まつやま

山市に生ま

れました。虚子は、1945（昭和 20）

年４月 27 日坂城駅で降りて、村
むらかみ

上村

上
うわ

平
だいら

の春
はる

祭
まつ

りを訪れました。この句

は、山
やまぎし

岸杜
と

子
し

美
み

を上平に訪
おとず

れた際
さい

、

夕立にあったときのことを詠んだも

のです。

松
まつ

井
い

須
す

磨
ま

子
こ

（1886 ～ 1919） 

若
わかやま

山牧
ぼく

水
すい

（1885 ～ 1928)

高
たかはま

浜虚
きょ

子
し

 （1874 ～ 1954）

マ
ン
ト
き
て

　
我わ

れ

新
し
き
　
女
か
な

春
あ
さ
き
　

　
山
の
ふ
も
と
に

　
　
畑
を
う
つ
　

　
う
ら
若
き
友
と
　

　
　
な
に
を
か
た
り

春し
ゅ
ん
ら
い雷
や
　

　
傘か

さ

を
借か

り
た
る
　

　
　
野の

じ路
の
家
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（４）逆
さかさ

木
ぎ

八
はち

幡
まん

　加舎白雄は上
うえ

田
だ

藩
はん

の武
ぶ し

士で、江
え

戸
ど

時代を代表

する俳
はいじん

人の一人です。

　芭蕉の俳
はい

譜
ふ

を復
ふっ

興
こう

することに努
つと

め、 姨
おばすて

捨の長
ちょう

楽
らく

寺
じ

に芭蕉面
おもかげ

影塚
づか

を建
た

てました。戸
と

倉
ぐら

の宮
みや

本
もと

虎
こ

杖
じょう

やその門
もん

下
か

の俳人に大きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えたと言

われています。

（５）速
はや

素
す

盞
さの

鳴
お

神社

　入
いり

横
よこ

尾
お

の速素盞鳴神社の境
けいだい

内に

は『古事記』の須
す

佐
さ

之
の

男
おの

命
みこと

の歌碑

があります。『古事記』はわが国で

最
もっと

も古い古
こ

典
てん

で、『古事記』の歌碑

は長野県でここにしかありません。

　この歌は天
あま

照
てらす

大
おおみかみ

神の弟
おとうと

である須

佐之男命が櫛
くし

名
な

田
だ

比
ひ

売
め

と結
けっこん

婚する

ことになり、出
いず

雲
も

に新
しんきょ

居の宮
みや

を造
つく

られた喜
よろこ

びの歌です。

　いつ誰
だれ

がこの碑を建てたのかは

わかりませんが、江戸時代の末、

坂城は国
こくがく

学が盛
さか

んになり、滝
たきざわ

沢公
こう

庵
あん

・沓
くつかけ

掛仲
なか

子
こ

・山
やまもと

本玄
げんけい

慶・橋
はしづめ

詰弥
や

惣
そう

左
ざ

衛
え

門
もん

など、後
のち

の世
よ

に名を残す者
もの

が多かったのです。入横尾出
しゅっ

身
しん

の橋詰弥惣左衛門が中心になって、この碑を

建てたのではないかと言われています。

（６）会
おう

地
ぢ

早
はや

雄
お

神社

　南条地区鼠
ねずみ

宿
じゅく

にある会地早雄神社境内に万葉

防人歌碑があります。

　この歌は『万
まんよう

葉集
しゅう

』に収
おさ

められている防
さき

人
もり

の

歌です。防人とは奈
な ら

良時代に、東
とう

国
ごく

地
ち

方
ほう

から集
あつ

められて、九
きゅう

州
しゅう

沿
えんがん

岸を守
まも

った兵
へい

士
し

のことを言い

ます。

　作者は埴
はにしな

科郡
こおり

の忍
おし

男
お

です。防人は無
ぶ

事
じ

に務
つと

め

を果
は

たして帰れるかどうかもわからない役
やく

目
め

だったので、信
しな

濃
の

の国
くに

境
ざかい

の御
み

坂
さか

峠
とうげ

の神に幣
ぬさ

をさ

さげて父母の安
あんたい

泰を祈
いの

ったのです。

加
か

舎
や

白
しら

雄
お

（1739 ～ 1791）

古
こ じ

事記
き

歌
か

碑
ひ

逆さ
か
さ

木ぎ

や
　

　
地
よ
り
　
立
ち
た
る
　

　
　
霜し

も

ば
し
ら

夜
久
毛
多
津
伊
豆
毛
　
八や

雲く
も

立
つ
出い

ず

雲も

夜
幣
賀
岐
都
麻
碁
微
　
八や

重え

垣が
き

妻つ
ま

籠ご

み

爾
夜
幣
賀
岐
都
久
流
　
に
八
重
垣
造つ

く

る

曽
能
夜
幣
賀
岐
袁
　
　
そ
の
八
重
垣
に

万
まんよう

葉防
さき

人
もり

歌碑

ち
は
や
ぶ
る
　

　
神か

み

の
御み

坂さ
か

に
弊ぬ

さ

奉ま
つ

り
　

　
　
斎い

わ

う
命い

の
ち

は
母お

も

父ち
ち

が
た
め
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４　文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

（１）満
まん

泉
せん

寺
じ

の本
ほんぞん

尊（県
けん

宝
ぽう

）

　坂
さか

城
き

地
ち

区
く

にある満泉寺の前
ぜんしん

身は、御
ご

所
しょ

沢
ざわ

にあった修
しゅ

善
ぜん

寺
じ

で、

村
むらかみ

上氏
し

歴
れきだい

代の菩
ぼ

提
だい

寺
じ

でした。1553（天
てんぶん

文 22）年、村上義
よし

清
きよ

が武
たけ

田
だ

信
しん

玄
げん

に攻
せ

められたときに焼
や

けてしまいましたが、1583

（天
てん

正
しょう

11）年、義清の子国
くに

清
きよ

によって村上氏館
やかた

跡
あと

に再
さいけん

建され

たのが、今の満泉寺です。

　本尊は、修善寺の本尊であった石
せきぞう

造釈
しゃ

迦
か

如
にょらい

来坐
ざ

像
ぞう

で、県宝

に指
し

定
てい

されています。安
あんざん

山岩
がん

でつくられた高さ 45.8 ㎝の仏
ぶつぞう

像

で、円
えんまん

満な姿
すがた

と彫
ほ

り方が特
とく

徴
ちょう

です。石像が本尊になっている

寺は、県
けんない

内でもここだけです。

（２）旧
きゅう

格
かく

致
ち

学
がっこう

校校
こうしゃ

舎（県宝）

　中
なか

之
の

条
じょう

地区にある格致学校の建
たてもの

物は、1878（明
めい

治
じ

11）年に建
た

てられました。

　洋
ようふう

風木
もくぞう

造建
けんちく

築で、正
しょう

面
めん

入口のアーチ、ガラス入り

引き戸などに洋風様
ようしき

式を取
と

り入れ、屋
や ね

根や漆
しっくい

喰塗
ぬり

の

外
そとかべ

壁は日本伝
でんとう

統の様式を取り入れています。

　全
ぜんたいてき

体的に装
そう

飾
しょく

が少なく、質
しっ

素
そ

で落
お

ち着
つ

いた明治初
しょ

期
き

の洋風校舎であるところに、格致学校の特
とく

色
しょく

があ

ると言えます。

　佐
さ く

久の中
なかごみ

込学校（明治８年）・松
まつもと

本の開
かい

智
ち

学校（明治９年）に次
つ

ぐ早い時
じ

期
き

に、このよ

うな新しい校舎を建てた中之条・横
よこ

尾
お

の人々の教
きょう

育
いく

に寄
よ

せた熱
あつ

い思いを今に伝えています。

1976（昭
しょう

和
わ

51）年には、県宝に指定されました。

（３）十
い

六
ざ

夜
よい

観
かんげつ

月殿
でん

（町文化財）

　村上地区網
あみ

掛
かけ

にある十六夜観月殿は、坂城町全
ぜん

体
たい

はも

とより、遠く東
とう

北
ほく

信
しん

の山々を眺
なが

めることができる景
けいしょう

勝

の地にあり、更
さらしな

級八
はっけい

景＊の一つに数
かぞ

えられています。

　建物は江
え ど

戸時
じ

代
だい

の末
すえ

に建てられたものですが、村上

郷
ごう

に流
なが

された源
みなもとの

盛
もり

清
きよ

がここで月を眺めて心を慰
なぐさ

めたと

伝
つた

えられ月
つき

見
み

堂
どう

とも呼
よ

ばれています。

＊�更級八景…十六夜観月殿、姨
おばすて

捨山
やま

、八
はちまん

幡宮
ぐう

、大
だいうん

雲寺
じ

、治
はる

田
た

神
じんじゃ

社、長
は

谷
せ

寺
でら

、久
く

銘
め

路
じ

橋
ばし

、

八
はちまん

幡原
ぱら

古
こ

戦
せん

場
じょう
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（４）耕
こう

雲
うん

寺
じ

の杉
すぎ

並
なみ

木
き

（町文化財）

　南
みなみ

条
じょう

地区新
しん

地
ち

にある耕雲寺は、室
むろまち

町時代から安
あ

土
づち

桃
ももやま

山時代にかけて横尾に建てられましたが、江戸時

代のはじめに今の場
ば

所
しょ

に移
うつ

されました。

　武田信玄・勝
かつ

頼
より

の厚
あつ

い保
ほ

護
ご

を受
う

け、名前は信玄が

つけたといわれています。杉並木は樹
じゅれい

齢 300 年とも

言われ、町の文化財に指定されています。

（５）自
じ

在
ざい

神
じんじゃ

社の太
だいだい

々神
か ぐ ら

楽（町文化財）

　村上地区上
うわ

平
だいら

の自在山中
ちゅう

腹
ふく

にある自在神社は、

平
へい

安
あん

時代の村上天
てんのう

皇のときに建てられたと言われ

ています。祭
さい

神
じん

は大
おお

己
なむ

貴
ちの

命
みこと

ですが、本
ほん

殿
でん

には村上

義
よしてる

光の像
ぞう

と伝えられる木
もくぞう

像があります。

　神社に伝わる太々神楽は、町の文化財に指定さ

れていて、毎年春祭
まつ

りに奉
ほうのう

納されています。神楽

には、榊
さかき

の舞
まい

、鉾
ほこ

の舞、扇
おうぎ

の舞、剣
つるぎ

の舞、大
だいどう

道の舞、

翁
おきな

の舞、岩
いわ

戸
と

の舞、撒
さん

供
ぐ

の舞の８つがあり、ひと

つの物
もの

語
がたり

として構
こうせい

成されています。

（６）旧
きゅう

坂
さか

木
き

宿
じゅく

本
ほんじん

陣表
おもて

門
もん

（町文化財）

　 坂城地区の立
たてまち

町通
どお

りには、江戸時代に坂
さか

木
き

宿
じゅく

の本
ほんじん

陣を勤
つと

めた宮
みや

原
ばら

家
け

の門があります。本陣とは

大名の参
さんきん

勤交
こうたい

代の際
さい

の宿
しゅく

泊
はく

所
じょ

で、北
ほっこく

国街
かいどう

道の制
せいてい

定

に伴
ともな

って置
お

かれたものです。この門は、坂城駅前

の近くにあった坂木陣
じん

屋
や

（代
だいかんしょ

官所）の建物だった

と伝
つた

わっています。

　宮原家は、1799（寛
かんせい

政 11）年に火
か じ

事で燃
も

えて

しまい、脇
わき

本陣であった中
なかざわ

沢家
け

が本陣を勤
つと

めるこ

とになりました。1833（天
てん

保
ぽう

４）年に宮原家が再
さいけん

建されたため、その後
ご

は宮原家と中沢家

とが交
こうたい

代で本陣を勤めることになりました。

　明治時代になるとこのような宿
しゅく

場
ば

の制
せい

度
ど

は廃
はい

止
し

され、その後の歳
さいげつ

月の経
けい

過
か

によって、本

陣の姿を伝えるものは、今では宮原家の門が残
のこ

されているに過
す

ぎません。

　2004（平成 16）年には、この門が当時の姿に修
しゅう

復
ふく

され、町の新たな文化財として指定

されました。
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（７）昭
しょう

和
わ

橋
ばし

　昭和橋は千
ち

曲
くま

川
がわ

にかかっている橋で、坂城地区

の昭和通りから村上地区の上
かみ

五
ご

明
みょう

を結
むす

んでいま

す。この橋は鉄
てっきん

筋コンクリートローゼ橋という

構
こうぞう

造です。ローゼ橋とは橋の横
よこ

一
いっちょくせん

直線に伸
の

びる桁
けた

と半円形のようなアーチが一体として造
つく

られてい

る橋のことで、ドイツ人技
ぎ し

師のローゼが考え出し

たものです。

　昭和橋は、札
さっぽろ

幌生まれの中島武
たけし

技師（1906 ～

1980）が設
せっけい

計し、1937（昭和 12）年に坂城側
がわ

から３連
れん

の鉄筋コンクリートのローゼ橋、

その先は木の橋としました。何度かこの木の橋の部
ぶ

分
ぶん

が流
なが

されたため、1952（昭和 27） 

年には６連が増
ぞうせつ

設されて９連のローゼ橋となりました。1964（昭和 39）年には、鋼
こう

橋
きょう

に

よる最
さい

後
ご

の２連ができ、現在のような橋になりました。2002（平成 14）年 11 月 18 日には、

日本土
ど

木
ぼく

学
がっかい

会から土木学会選
せんしょう

奨土木遺
い

産
さん

として認
にんてい

定されました。


